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義本醸造

醸造家・ブラウマイスター

義本 健太





• 2006年 日本体育大学卒業

• 2006年 旅行会社添乗員（年間約150日を海外で過ごす）

• 2009年 東欧と南米の一人旅

• 2010年 製薬会社で医療用医薬品の営業

• 2016年 ドイツでビール醸造職業訓練

• 2018年 製麦・ビール醸造国家資格（Geselle)取得

• 2019年 Doemens マイスター学校入学

• 2020年 同校卒業・ドイツ手工業協会（HWK)にて

日本人唯一のブラウマイスター資格取得

義本醸造開業（ビール醸造アドバイザー）

• 2023年 竜王町にて醸造所開業予定

自己紹介・経歴



福沢諭吉

「ビィール」と云ふ酒あり。是は麦酒にて、其味

至て苦けれど、胸膈を開く為に妙なり。 亦人々

の性分に由り、其苦き味を賞翫して飲む人も多し。

（西洋衣食住より抜粋）

「胸膈を開く」とは「胸の内を明かす」の意で、ビー

ルが談論風発（いろいろな意見が活発にかわさ

れること）にふさわしい酒だと考えていた。

また

しょうがん



活動理念・目的・動機

•そんなビールを100年後も町民に提供し続ける

•妻が生まれ育ったこの町の環境や醸し出される文化の中に
自身の身を投じ、ビールを通してより良い変化を生むきっか
けを作りたい

•集う際には自然とビールが傍に在り、会話が弾む場を作る



活動理念・目的・応募動機

“Lass Bier nicht verreisen”
“ビールに旅をさせるな”

常に新鮮で出来立てのビール



取り組み内容①

• 日々の晩酌が少し愉しくなるビールの話（造り方）、よもやま話

• 小中学生向けに義務教育の大切さや面白さ、キャリア教育に関する講演

• 小中学生に体操競技の指導。また、恩師や友人のオリンピックメダリストを招聘しての
講演会や実演会

• 竜王町で飲むビールは日本で一番管理の行き届いた最高に美味しいビールとなるよう、
講演・実技など技術の提供

• 今冬、監修したビールが全国発売予定。ふるまい酒として提供・ビール内容講演

• 健康に飲み続ける為の節度ある飲酒、お酒との付き合い方についての啓蒙活動

• 飲酒運転撲滅運動への参加、啓蒙活動



取り組み内容②

• 醸造所開業までの様子を公開、町民が期待感を持ち、飲むのが楽しみにな
るような情報の提供

• 他では飲めない美味しいビールを比較的安価で提供（町民向けのビールは
常に新鮮、非加熱無濾過ビールを提供）

• 人が自然と集まれる場所を創る。ビアパブや移動販売車で町内各所をめぐ
り出張ビアバーの実施、町民が歩いて気軽に飲みに行ける場所を提供する

• “スキヤキプロジェクト”の一環として近江牛に合うビールの開発、
ふるさと納税での注目が集まる施策



取り組み内容②

• 竜王町産大麦を使用したビールの醸造

• 海外への輸出、ビールのみでなく他の特産物と一体で竜王町のブラン

ド化

• 廃棄となるような果実（傷ついたフルーツなど）を適性価格で購入、

ビール醸造の副原料として加え、捨てることなく食材を使い切る取組み

• ビール醸造時に出る麦芽の絞りカスやビール酵母などを近江牛の

餌や肥料として売却。ビールで育った近江牛としてのブランド化



取り組み内容③



取り組み内容③

•清流会主催の善光寺川での草刈りを世界大会化



取り組み内容③

• ドイツのミュンヘンで行われるオクトバーフェストのような

ビール祭りイベントを竜王町で開催



取り組み内容③

•イートザロックなど全国各地イベントへの出店、知名度向上

•滋賀県や近畿地方、各醸造所合同のビアフェス開催



期待される効果

•新規雇用創出

•ふるさと納税等税収増

•来町者増

•移住者増

•竜王産特産物の開発・売上増

•竜王町の知名度増



ご清聴ありがとうございました

yoshimoto-jozo.com


